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【目的】私たちは眼科診療所のない離島において、2017 年に続き、6 歳以上の全住民を対

象とした 2 回目の眼科検診を実施した。今回の検診では、主な眼科疾患の有病率に加え、

マイボーム腺機能不全（MGD）の有病率および発症率、さらに要眼科受診者数について

調査した。 

【方法】対象は長崎県平戸市度島町在住の６歳以上の全住民のうち同意を得られた者（未成

年者は保護者の同意）。検診は、2025 年 3 月 28～30 日に行った。視力・眼圧・前眼部・眼

底を含む眼科一般検査に加え、涙液関連検査や OCT による視神経・黄斑部の評価を実施し

た。さらに、同一集団をコホートとする再検診による MGD では世界初の疾患発症率も求め



た。 

【結果】検診受診者は 259 名だった（受診率 66.1％）。6 歳未満の 2 名を除き、257 名を解

析対象とした（男性：100 名、女性：157 名）。平均年齢は 60.1±23.9 歳（6～94 歳）。主な

眼疾患の有病率は、MGD 51.2％、ドライアイ 39.3％、アレルギー性結膜炎 25.4％、翼状片

（術後含む）21.0％、涙道疾患疑い 13.8％、白内障 63.3％、白内障手術後 18.4％、緑内障

疑い 16.3％、落屑症候群 5.2％、黄斑疾患 19.9％、網膜出血 1.6％だった。要眼科受診者は、

55.1％だった。MGD の発症率は、前回検診以降 7 年 4 ヵ月の間で 57.7%であり、年間発症

率は約 11.6％と推定された。 

【結論】離島眼科検診の結果、主要な眼疾患の有病率が高く、特に MGD の有病率は約 5

割、発症率は約 11.6％/年と高率であることが明らかとなった。また、半数以上の受診者が

要眼科受診と判定され、継続的な医療支援の重要性が浮き彫りとなった。 

 

 


